    第七課　　体力をつけるために

                    単語

ばらばら
     ①小石や大粒の雨など粒状のものが連続して強く打ち当る音。また、 そのさま。「雹が～と降る」
     ②複数のものの存在や発現が空間的/時間的に間隔があるさま。
     ③一体であるべきものが離れ離れになったり統一されていなかったりするさま。「一家が～になる」「意見が～だ」
平気 【へいき】
     ①おちついておだやかな気持。「～ではいられない」
     ②物に動じないこと。威力や困難に負けないこと。転じて、大丈夫。かまわないこと。「まだまだ～だ」
     ③二十四節気を定めるのに、1年間を時間によって二十四等分する暦法。中国で明代まで行われた。
応じる 【おうじる】
     《自サ変》　　応ず（サ変）
      ①答える。返答する。
      ②外からの働きかけを受け入れる。従う。「挑戦に～ずる」「注文に～ずる」
      ③和して起る。声や音が他の声や音にともなって起る。
      ④適合する。かなう。あてはまる。「物価の上昇に～じた要求」
蓄える 【たくわえる】
     《他下一》　　たくはふ（下二）
    （奈良時代には四段活用も）
     ①金銭/品物/体力などを後の用のためにためておく。あつめて大切にしまっておく。
     ②「実力を～える」
     ③髪や鬚を生やす。「ひげを～える」
     ④やしなっておく。「妾を～える」
縺れる 【もつれる】
     《自下一》　　もつる（下二）
      ①まつわりつく。
     ②からみ合って乱れる。こぐらかる。俳諧新選「蝶々やほこりの中を～れゆく」。「糸が～れる」
     ③（言語/動作などが）正常さを失って自由にならない。「舌が～れる」「足が～れる」
     ④いろいろ事情がからんで、事が混乱して秩序を失う。「交渉が～れる」「試合が～れる」
必死 【ひっし】
     ①必ず死ぬこと。生きる見込みのないこと。
     ②死を決してなすこと。全力を尽すさま。しにものぐるい。決死。「～に戦う」
     ③将棋で、守りの受け手を打っても詰となるような形。しばり手。「必至」とも書く。
支える 【ささえる】
    《他下一》　　ささふ（下二）
    （室町時代頃からヤ行に活用する例がみられる）
     ①物をおさえとめて、落ちたり倒れたりしないようにする。つっかう。「傾きかけた塀を丸太で～える」
     ②持ちこたえる。維持する。「一家のくらしを～える」「国の繁栄を～   える」
     ③相手の攻勢をくいとめる。防ぎとめる。
     ④通れないようにする。妨げる。中傷する。
支える 【つかえる】
    《自下一》　　つかふ（下二）
     （室町時代頃からヤ行にも活用）
      ①ふさがったり突き当ったりして先に進めなくなる。とどこおる。「頭  が天井に～える」「言葉が～える」
     ②（「痞える」と書く） 癪などで胸が締めつけられ苦しむ。ふさがる。
     ③こる。しこる。
     ④（「手を～える」の形で） 手で支える。（挨拶などのために）手をつく。
                     文法

一、名詞(なの)では
　　 動・形・形動連体形＋のでは…
 假定语气比较轻，后项是一般是否定、消极、不利的结果。

①授業が8時では少し早過ぎる。

②天候がこう不順では麦もよく育つまい。

③一年間３00万円もかかるのでは、とてもその会社には行けない。
二、接尾語「づくり」

附着在名词后面，表示制作前面的这个名词。

　肉づくり　　　庭づくり

　橋づくり　　　部屋づくり

　野菜づくり　　酒づくり

  町づくり　　　
三、接頭語「不（ふ）」

⊿　力のいる仕事は、女の人には不適当だ。

⊿　私は不勉強で、経済のことは何も知りません。

⊿　実現不可能な企画を出しても、何の意味もない。

⊿　休業旅行には、不必要な現金は持っていかないほうがいい。
四、終助詞 かしら

表示疑问的口吻，在口语会话中多是女人使用。

１．表达自己疑问的语气和感觉。

⊿　これでいいのかしら。心配だわ。

2，质问对方的语气。

⊿　本当にできるのかしら。できなかったら大変だわ。

五、接続助詞「たって」

「ても」のくだけた話し言葉の言い方。

⊿　あの人はいくら食べたって、太らないんだそうだ。

⊿　値段が安くたって、お金がないから買えない。
六、比況助動詞「ようだ」

 表根据前项引出后面的情况。

⊿　ご存知のように、西蔵は人口密度の低い地方です。

⊿　この点については第１課に示したような結果が得られた。

⊿　諺にもあるように、外国に行ったらその国の習慣に従って暮らすのが一番である。
七、動詞連用形＋きる

①「最後まで…する」「…し終える」という意　味を表す。

　⊿　この道を歩ききったところに森林があった。

　⊿　長編の愛情小説を２週間かけて読みきった。

②「十分に…する」「強く…する」という意味を表す。

　⊿　そんな分かりきったことをいつまで言っているんだ。

　⊿　お父さんは絶対に自分が正しいと言いきった。

③「～きれない」の形で、「完全に…できな　い」「十分に… できない」という意味を表す。

　⊿　仕事が多すぎて締め切りの日までにはやりきれない。

　⊿　旅行から帰った父に数え切れないほどのおみやげをもらった。
八、動詞連用形＋ぬく

①動作性動詞＋ぬく

　　　「最後までやり通す」という意味。

　⊿　難しかったが、最後までやりぬいた。

　⊿　考えぬいた結果の決心だから、もう変わることはない。

　★「苦しさに耐えて／困難なことを乗り越えて最後まで完全に～し終える」という意味合いが強い。

②状態性動詞＋ぬく

　　「非常に」「徹底的に」という意味。

　⊿　王さんは酒を40年も造り続けてきた。酒造りのことは知りぬいている。

　⊿　彼は娘を亡くして弱りぬいている。
九、終助詞「な、わ、ぞ」

１、な（あ）

　　女性は普通使わない。男も目上の人にはほとんど使わない。

　①感動や詠嘆（感心したりがっかりしたり、　うれしかったり悲しかったりした気持ちを　表す。

　⊿　山を登りたいな。

　⊿　金があればいいかなあ。

②「そうなればいい」という願望を表す。

　　「～ないかな」「～といいな」の形をとる。

　⊿　早く風が止まないかな。

　⊿　霧が晴れるといいなあ。

　⊿　それができればなあ。

③軽く断定したり主張したりする気持ちを表す。

　⊿　お前が責任をとるんだな。

　⊿　帰ってはいけないな。

④同意を求めたり、返答を誘ったりする。

　⊿　確かに間違いないよな。

　⊿　協力してくれるでしょうな。

２、わ

 女性が使う。柔らかな感じを与えながら、

軽く主張したり、本当にそうだという気持ちを

添える。

　⊿　違うわ。絶対違うわ。

　⊿　いまさらやめるなんていやだわ。

　⊿　うれしいわ。心からお礼言うわね。

３、ぞ

自分の発言を強調する。男が会話で仲間や目下に向かって使う。

①自分に言い聞かせるような気持ちをこめる。ひとりごとのように言う。

　⊿　今日は負けないぞ。

　⊿　あれ、変なところへ出たな。どうやら道を間違えたらしいぞ。

②聞き手の気持ちを無視して、自分の発言を強く押しつけようとする態度を表す。警告などを表すこともある。

　　⊿　もう遅いぞ。早く起きろ。

　　⊿　今度間違えたら承知しないぞ。

　　⊿　ぼくは絶対に行かないぞ。行きたければ一人で行け。
十、慣用句

１、歯を食いしばる

　　⊿　ゴールまで歯を食いしばって走った。

　　⊿　どんなつらいことがあっても歯を食いしばって　　我慢する。

２、息が弾む

　　⊿　一気に5階までかけのぼり、息が弾んでしば　　らく言葉も出なかった。

　　⊿　妹は、今見てきた火事の様子を、息を弾ませ　　ながら話した。

３、足が棒になる

　⊿　私は今日の遠足で山に登り、足が棒に なった。

　⊿　仕事を捜して、1日中歩き回り、足が棒になって　しまった。

４、力が入る

　⊿　空腹で足に力が入らない。
                  前文

みんながばらばらな考えを持って、勝手な行動をしたのでは、委員会や係の仕事を進めるにも、運動や遊びをするにも、うまくいくはずがありません。みんなでよく話し合い、全員が協力して学校生活を送るようにしましょう。話し合いの目的は、一人一人が自分の考えを出し合って、よりよい考えを作り出していくことです。 
　 川村君たちのクラスは先日、「健康な体、頑張りの利く体力」という目標を決めた。次のクラス会では、どうやって体力作りをするかを話し合うことになっている。今日は、そのために、班ごとに考えをまとめることになった。一班では、班長の川村君が司会をして話し合った。 

                      会話
川村：体力作りをするのに、僕たちの班としては、どんなことをしたらいいでしょう。みんなで考えを出してください。
池田：休み時間に、鉄棒で前回りを五回ずつするといいと思うけど、みんなはどう思う？
谷口：池田さんのように、鉄棒の得意な人はいいけれど、わたしみたいに、不得意な人もいるから、どうかしら。
小山：それに、鉄棒の数も少ないし、順番を持つ間、時間がむだになるわ。  
池田：そうかなあ。五回ずつしたって、一分もかからないと思うけどなあ。それに、あまり得意でない人は、二回でも三回でも、回れるだけでいいと思うけど。
大西：僕は賛成だな。だけど、鉄棒だけでなく、ほかのことも考えてみようよ。
川村：そうですね。鉄棒だけだと、ほかの班の人たちが、使えなくなるかもしれませんね。大西君が言ったように、ほかに何か一緒にやれることがあればいいと思います。ほかの案も出してみてください。
木下：わたしは、登り棒がいいと思います。いつも、先生から、このクラスは、みんな腕の力が弱いと言われているでしょう。腕を使う登り棒なら、ぴったりだと思います。そして、富士山の高さを目標に登る、というようにしたら、励みにもなります。中休みは時間が少ないから、昼休みや放課後を利用するようにしたらいいと思います。
大西：富士山登り棒か。おもしろそうだね。
池田：ちょっと待って。富士山の高さは、三千七百七十六メートルだろう。一日、十メートルしても、約三百八十日かかるよ。
小山：でも、わたしだったら、三メートルのあの棒なら、続けて十回は平気よ。だから、百三十日ぐらいで登り切るわ。
木下：わたしは一人一人の力に応じて登ればいいと思います。その点では、初めの池田さんの意見と同じです。
谷口：それは大事なことね。それなら、わたしでもできそうね。
大西：そうだ。富士山の高さに近づくことが分かるようにするために、グラフを作ったらどうかな。毎日、自分がどのくらい登ったか、はっきりするよ。それから、鉄棒の前回りも、同じようにグラフを作って、書き入れるようにしたらいいと思うな。
川村：木下さんの案について、だいぶ話し合いましたが、今までの話し合いで、二つの案が出ました。鉄棒と登り棒と、両方やるようにしたいと思いますが、どうでしょう。
全員：賛成。
川村：ほかに意見はありませんか。意見がなければ、まとめます。一班では、体力をつけるために、昼休みと放課後、鉄棒と登り棒をすることを次のクラス会に提案します。そのとき、鉄棒も登り棒も、一人一人の体力に応じてすることと、目標を決めてグラフに記録することをつけくわえるようにします。
では、一班の話し合いは、これで終わります。
